
EGFR uncommon mutationを有する非小細胞肺癌診療に関する茨城県内多施設調査研究 

1. 研究の対象 

当院で原発性肺癌（非小細胞肺癌）に対して診療が行われた方で，EGFR uncommon mutationを有する方が対

象です．  

2. 研究目的・方法 

茨城県下の肺癌治療を行う多施設の協同調査研究です．通常の診療で得られた情報を，後ろ向き調査とし

て，研究事務局へ提供します．調査対象期間は，2009年1月から2019年4月です．EGFR遺伝子変異はEx19 

deletionとEx21 L858Rの変異が大多数を占め，uncommon mutation例は僅かです．茨城県内多施設で情報集積す

ることによって，より正確に状況を把握することが目的です．  

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

本研究では調査票に研究対象者の診療情報を記載し，研究事務局へ提供します．提供する情報は，年齢・性別・

肺癌組織型，PS，喫煙指数，原発巣最大径，原発部位，胸水有無，CEA,CYFRA, Alb, CRP, PDL1TPS, 初診時

病期，EGFR 検査法（検体・検査年月），EGFR 検査結果，EGFR 再検査の有無・年月・検体・結果，外科切除の

有無，転移部位・数，転帰（2019 年 4 月現在），1次治療以降（2019 年 4月まで）の治療内容・時期・最良

効果・終了理由・副作用です．  

４．外部への試料・情報の提供 

本研究では，診療で得られた上記既存情報が当院から研究事務局である筑波大学附属病院 水戸地域医療

教育センターへ提供され，他の施設の情報と統合して解析が行われます．「3．研究に用いる試料・情報の

種類」で記載しましたように，提供する情報のなかに氏名・住所・電話番号などの個人情報は含まれませ

ん．また情報は匿名化され，その対応表は，各施設の責任者において厳重に管理されます． 

5．研究組織 

研究責任者：佐藤浩昭 筑波大学附属病院 水戸地域医療教育センター 教授 

共同研究者：市村秀夫    日立社会連携教育研究センター   教授 

名和健     日立製作所日立総合病院呼吸器内科 主任医長 

小林敬祐    日立製作所日立総合病院呼吸器外科 主任医長 

菅井和人    同上               医員 

関根康晴    同上 

山本祐介    日立製作所日立総合病院呼吸器内科 主任医長 

清水圭     日立製作所日立総合病院呼吸器内科 主任医長 

6．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい．ご希望があれば，他の研

究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲で，研究計画書及び関連資料を閲覧することが

出来ますのでお申出下さい．参加不同意の申し出があれば解析から除外させていただきますのでお知らせ

ください．ただし，不同意を申し出た時期により，すでに研究結果解析あるいは発表済みなどで必ずしも

ご要望に添えない場合もあることをご了承ください．ご理解とご協力をお願い致します． 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

筑波大学附属病院 日立社会連携教育研究センター 呼吸器外科  

〒317-0077 日立市城南町 2-1-1 ㈱日立製作所日立総合病院内  

電話：0294-23-1111（代表）（月～金：10 時～17時） 

担当：（当院研究責任者）市村秀夫（いちむらひでお）  

診療・手術中で電話対応できない場合がございます．その際には，お名前とお電話番号をお伝えくだ

さい．折り返しご連絡させていただきます． 


